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（質疑）この事業の内容はどういったものなのか。

（答弁）スマートフォンに佐賀市公式スーパーアプリ
をダウンロードし、マイナンバーカードを使ったＩＤ
登録を行っていただいた市民の方々に対し、電子地域
振興券2,500円分のポイントを最大4万名に付与す
る。

（質疑）この事業の募集方法はどうするのか。

（答弁）補助対象が自治会であることから、自治会協議
会を通じて、各単位自治会長会への周知や校区公民館
へのチラシ設置などを考えている。

（答弁）観光案内所などに設置している佐賀市バス路
線マップについて、外国語版のデータを作成する。作
成する言語は、英語、韓国語、中国語の3言語を予定し
ている。このことで路線バスを外国人旅行者の移動手
段として、認知向上を図り、市内の観光地などへの移
動に役立ててもらい、利用促進にもつなげたい。

（質疑）事業の内容に資料の作成とあるが、この資料作
成の内容と目的は。

（答弁）言語の決定には、佐賀市を訪れる外国人旅行者
の国籍と宿泊者の数を最も重視した。その統計では、
中国、韓国、台湾、香港からの旅行者が上位を占めてい
る。なお、本市内の在留外国人の国籍の内訳は、ベトナ
ムが一番多く、次いで中国、フィリピン、ネパール、韓
国の順と把握している。

（質疑）実際に住んで生活している外国籍の方々に対
応しなくていいのか。

（答弁）在留外国人も含めた市民の移動手段を確保す
るとともに、地域公共交通に不可欠なバスの利用促進
を図ることは、本市の交通政策上重要な使命であると
考える。そこで、ベトナム語を含めた他の言語の作成
に関しては、今回の事業とは別に今後検討したい。

（質疑）国の交付金を財源としているが、交付金が打ち
切られたら事業も終わるのか。こういう継続性のある
べき事業については、今後もやっていくべきではない
か。

（答弁）次年度以降も既存の制度を見直して、対応でき
るようにしていきたい。

（質疑）マイナンバー登録を必須条件とした理由は何
なのか。また、個人情報流出の危険性はないのか。

（答弁）マイナンバーカードは住民基本台帳と連動し
て、ＩＣチップ内の氏名などの4情報が最新の状態で
確認できるため。個人情報流出の原因は人為的ミスや
システムの不備による情報のひも付けの問題である。
今回の事業は4情報の確認のみを行い情報のひも付
けは行わないため、危険性はないと考える。

（答弁）市内企業のＤＸ先進事例を創出し、他企業に波
及させることにより、市内企業全体のＤＸ推進を図る
ことを目的に、昨年度から新規事業として取り組んで
いる。昨年度に3社を選定し、社員のＤＸに関する意
識の醸成や課題の洗い出しなどを行った。

議 案 等 質 疑

一般会計補正予算中　電子地域振興券発行事業一般会計補正予算中　総合交通対策事業

（質疑）昨年度の事業概要、現在までの経過、成果の説
明を。

（答弁）中小企業が様々な課題を解消しつつ、ＤＸを成
功させるためには、単なるシステムや機器導入による
業務の効率化にとどまらず、その先に何を実現したい
のか、経営者自らが戦略を明確に持ち、社内が一体と
なって取り組むことが最も重要と考えている。支援コ
ンサル事業者やデジタルツールなども活用しながら、
改革にチャレンジしていける環境を整えるとともに、
取組事例を市内企業にも共有しながら、ＤＸを推進し
たいと考えている中小企業を、この事業でしっかりと
サポートしたいと考えている。

（質疑）この事業自体がその成功事例を作るためのモ
デル事業と理解している。市がしっかりと舵取りをす
る必要があると思うが、途中経過の把握やチェックは
どうするのか。

（質疑）外国人向けのガイドは、どの言語に対応する必
要があるかのリサーチは行ったのか。また、在留外国
人の状況は調査したのか。

一般会計補正予算中　ＤＸ推進支援モデル事業

一般会計補正予算中　自治公民館空調機等
省エネルギー化促進事業
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〔
質
問
〕
Ｄ
Ｘ
推
進
は
、
い
ろ
い
ろ
な
部
署
に

ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を

と
っ
て
い
る
の
か
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を

進
め
る
上
で
Ｄ
Ｘ
推
進
課
が
全
体
的
な
把
握
を

し
、
指
導
的
役
割
を
担
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

〔
答
弁
〕
Ｄ
Ｘ
推
進
課
は
庁
内
外
で
Ｄ
Ｘ
関
連

業
務
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
必
要
に
応
じ

て
知
見
の
提
供
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進

課
が
主
体
と
な
っ
て
、
佐
賀
市
と
し
て
ど
の
よ

〔
質
問
〕
既
存
の
エ
ア
コ
ン
や
照
明
器
具
を
省

エ
ネ
機
器
に
入
れ
替
え
る
場
合
の
費
用
を
補
助

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事
費
や
処
分
費
は
含

ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
コ
イ
ン
タ
イ
マ
ー
の
設

置
費
用
は
含
ま
れ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
工
事
費
や
処
分
費
は
含
ま
れ
る
。
空

調
機
本
体
の
工
事
費
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

コ
イ
ン
タ
イ
マ
ー
の
設
置
費
用
は
含
ま
れ
な

い
。

〔
質
問
〕
申
請
金
額
が
予
算
に
達
す
れ
ば
受
付

を
終
了
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
申
し
込
み
が
多

け
れ
ば
補
正
予
算
を
組
む
な
ど
し
て
対
応
す
べ

き
で
は
。

〔
答
弁
〕
問
い
合
わ
せ
を

含
ん
だ
今
ま
で
の
実
績

の
倍
の
件
数
を
見
込
ん

で
計
画
し
て
い
る
が
、

応
募
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

う
な
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
の
か
考
え
方
を
整

理
し
な
が
ら
、
市
全
体
で
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
意
見
〕
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
も
、
結
構
難
し
く

感
じ
る
部
分
が
あ
る
。
関
係
部
署
と
し
っ
か
り

と
連
携
を
と
っ
て
、
市
民
目
線
で
分
か
り
や
す

い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総　
　

務

同
予
算
中
、
自
治
公
民
館
空
調
機
等

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
促
進
事
業

健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
災
害
復
旧
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〔
質
問
〕
入
札
が
ジ※
１
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｊ

Ｖ
）の
１
者
の
み
だ
が
、何
ら
か
の
条
件
が
あ
っ

た
の
か
。

〔
答
弁
〕
予
定
価
格
が
１
億
円
を
超
え
る
管
工
事

で
あ
っ
た
た
め
、
佐
賀
県
の
建
設
工
事
共
同
企

業
体
取
扱
要
領
を
準
用
し
、
確
実
か
つ
安
定
し

た
技
術
力
を
伴
っ
た
工
事
の
履
行
が
見
込
め
る

Ｊ
Ｖ
を
資
格
要
件
と
し
た
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決
ま

た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
改
正
後
に
限
度
額
超
過
世
帯
と
な
る

被
保
険
者
数
は
。

〔
答
弁
〕
改
正
後
の
限
度
額
超
過
世
帯
被
保
険

者
数
は
２
５
１
６
人
。
な
お
、
軽
減
対
象
被
保

険
者
数
は
２
万
３
４
３
８
人
で
、
改
正
前
と
比

較
し
３
０
６
人
の
増
加
と
な
る
。

〔
質
問
〕
専
決
処
分
と
な
っ
た
理
由
は
。

〔
答
弁
〕
国
に
よ
る
地
方
税
法
等
改
正
の
法
律

お
よ
び
政
令
の
公
布
日
が
３
月
31
日
で
施
行
日

が
４
月
１
日
で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
。
税

関
係
の
改
正
に
つ
い
て
は
市
長
会
等
を
通
じ

て
、
地
方
議
会
で
の
議
論
の
時
間
や
住
民
へ
の

周
知
期
間
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
改
正

の
時
期
に
つ
い
て
配
慮
の
要
望
を
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
接
種
費
用
の
負
担
は
。

〔
答
弁
〕
今
年
度
は
、
無
料
と
な
る
。

〔
質
問
〕
５
月
８
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
春
開

始
接
種
の
状
況
は
。

〔
答
弁
〕
６
月
25
日
ま
で
で
約
２
万
９
０
０
０

人
が
接
種
を
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
８
月
31
日

ま
で
で
５
万
人
の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
可
能
か
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
か
ら
も
発
信
す

べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
感
染
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
年
齢
や
本
人
の
体
調
な
ど
も
あ
る
た
め
、

医
師
と
相
談
の
う
え
接
種
の
判
断
を
し
て
ほ
し

い
と
伝
え
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、

工
夫
を
し
な
が
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
バ
ス
安
全
装
置
の
設
置
率
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
と
比
べ
て
の
状
況
は
。

〔
答
弁
〕
７
月
９
日
ま
で
に
全
体
の
80
％
の
設

置
を
見
込
ん
で

い
る
。
設
置
率

全
国
１
位
の
石

川
県
が
77
・
９
％

で
あ
る
た
め
、

市
の
設
置
状
況

は
高
い
水
準
に

な
る
と
認
識
し

て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決
ま

た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
Ｄ
Ｘ
推
進

経
費

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
中
、
保
育
所
等
送
迎
用
バ
ス
安
全
装
置

導
入
支
援
事
業

福
祉
教
育

※１　ジョイントベンチャー（ＪＶ）…複数の主体 (個人や企業、公的機関など )が共同で事業を行うこと。
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一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

同
予
算
中
、
Ｄ
Ｘ
導
入
支
援
事
業
費

補
助
金

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
藻
類
産
業

集
積
化
事
業

佐
賀
市
廃
棄
物
の
減
量
推
進
及
び
適

正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〔
質
問
〕
土
壌
診
断
の
件
数
が
増
え
て
い
な
い

が
、
利
用
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

〔
答
弁
〕
土
壌
診
断
で
き
る
機
関
の
情
報
等
を
、

農
家
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
市
が
把
握
し
て
い
る
農
業
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
市
の
政
策
と
し
て
国
の
事
業
と
併

せ
て
実
施
し
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
佐
賀
市
の
農
業
に
は
全
国
統
一
的
な

技
術
と
は
別
に
地
域
性
が
あ
る
た
め
、
県
と
連

携
し
問
題
点
を
補
い
た
い
。

〔
意
見
〕
繰
越
し
の
件
数
が
多
く
な
っ
た
と
感

じ
る
。
事
業
の
年
度
内
完
了
の
見
込
み
が
あ
っ

た
か
ら
当
初
予
算
に
計
上
し
た
の
で
は
。
基
本

的
に
、
単
年
度
予
算
で
の
事
業
は
、
単
年
度
で

完
了
す
る
も
の
だ
。
相
手
方
と
の
調
整
等
に
時

間
を
要
し
た
等
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
理
解
で

き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
予
算
計
上
す
る
前
に
、
あ
る
程
度
の
予
測
で

き
う
る
懸
念
事
項
を
解
消
し
て
お
け
ば
、
当
初

予
算
時
の
そ
の
ま
ま
の
額
を
丸
１
年
繰
越
す
事

業
が
出
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
特
定
の
部
局
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
単
年
度
で
事
業
を

完
了
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
注
意
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

〔
質
問
〕
野
口
２
号
線
と
野
口
３
号
線
の
隣
接

区
画
は
と
も
に
10
区
画
と
い
う
説
明
だ
っ
た

が
、２
本
の
路
線
の
間
に
５
区
画
あ
る
。こ
の
５

区
画
は
両
路
線
の
隣
接
区
画
と
し
て
重
複
し
て

数
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
両
路
線
に
接
道
し
て
い
る
５
区
画
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
隣
接
区
画
と
し
て
重
複
し
て
数
え

る
。

〔
質
問
〕
諸
富
町
と
三
瀬
地
区
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
用
の
指
定
ご
み
袋
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、今

ま
で
大
だ
っ
た
の
が
、今
後
は
中
と
極
小
に
変

更
と
な
る
。ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ご
み
は
多
い
と
思
う

が
、大
を
廃
止
す
る
理
由

は
。

〔
答
弁
〕
今
回
の
改
定
で

は
、
諸
富
町
と
三
瀬
地
区
以
外
の
佐
賀
市
の
区

域
の
指
定
袋
に
統
一
す
る
も
の
で
、
中
と
極
小

の
２
種
類
と
な
る
。

〔
質
問
〕
国
か
ら
の
交
付
金
が
終
了
す
る

２
０
２
７
年
度
以
降
の
研
究
費
は
ど
う
す
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
文
科
省
の
交
付
金
等
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
含
め
て
、
佐
賀
大
学
と
今
後
も

協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
市
内
の
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
体
制
が
ど
う

い
う
問
題
を
抱
え
て
、ど
う
い
う
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
か
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
事
業
者
や
金
融
機
関

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、
課
題
意
識

は
非
常
に
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
補
助
率
を
１
０
０
％
と
し
て
い
る
が
、

全
額
の
補
助
が
本
当
に
必
要
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
国
の
交
付
金
が
活
用
で
き
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
お
り
、
計
画
策
定
段
階
で
は
費
用

対
効
果
が
分
か
ら
ず

不
安
が
大
き
い
経
営

者
が
多
い
。
最
初
の

時
点
で
は
手
厚
い
補

助
が
必
要
と
考
え
る
。

〔
質
問
〕
本
市
の
企
業

数
に
対
し
て
募
集
枠

10
社
は
少
な
過
ぎ
る
。

Ｄ
Ｘ
支
援
に
お
い
て
、

地
方
都
市
の
中
で
は

佐
賀
市
は
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
ベ
ン
ダ
ー
の
少
な
さ
等
、
支
援
体
制

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
を
中
長
期
的
に

進
め
る
に
は
、
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
掘
り

起
こ
し
や
事
業
者
内
で
の
人
材
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
単
発
の
支
援
で
は
な
く
、Ｄ
Ｘ
推
進
を

継
続
で
き
る
支
援
策
を
講
ず
る
の
が
本
来
の
在

り
方
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
持
続
可
能
な
支
援
策
を
検
討
し
、
他

機
関
と
も
協
働
し
な
が
ら
、
市
内
の
事
業
者
と

知
見
を
共
有
し
つ
つ
事
業
を
進
め
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

経
済
産
業

建
設
環
境

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
米
政
策

推
進
支
援
事
業


